
現在の松女
ロータリー付近

埼
玉
県
立
松
山
女
子
高
等
学
校 

校
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
詩　

浅
野
光
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
曲　

高
木
東
六

１
．
富
士
の
高
嶺　

望
む
丘
よ

　
　

青
垣
秩
父　

は
る
か
に
見
は
る
か
す

　
　

い
み
じ
き
場
よ　

わ
が
学
び
舎
よ

　
　

あ
あ　

わ
れ
ら　

わ
れ
ら
乙
女
ぞ

　
　

若
き
力
を　

今
ぞ
そ
そ
ぎ
て

　
　

天
分
伸
ば
し　

知
性
を
高
め

　
　

真
理
究
め
む　

い
ざ　

い
ざ　

共
に

 

２
．
み
ど
り
匂
ふ　

松
の
里
よ

　
　

箭
弓
の
杜
辺　

き
よ
ら
に
規
模
広
く

　
　

開
け
し
場
よ　

わ
が
学
び
舎
よ

　
　

あ
あ　

わ
れ
ら　

わ
れ
ら
乙
女
ぞ

　
　

若
き
血
潮
を　

今
ぞ
た
ぎ
ら
し

　
　

身
魂
鍛
へ　

技
術
を
練
り
て

　
　

道
を
究
め
む　

い
ざ　

い
ざ　

共
に

 

３
．
都
幾
の
流
れ　

時
じ
く
に
よ

　
　

松
の
み
ど
り
の　

う
る
は
し
と
こ
と
は
に

　
　

栄
ゆ
く
場
よ　

わ
が
学
び
舎
よ

　
　

あ
あ　

わ
れ
ら　

わ
れ
ら
乙
女
ぞ

　
　

若
き
生
命
を　

今
ぞ
か
た
む
け

　
　

情
操
磨
き　

婦
徳
を
修
め

　
　

法
を
究
め
む　

い
ざ　

い
ざ　

共
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
二
十
七
年
四
月
制
定
）
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(2) 

同
窓
会
員
の
皆
様
、
二
十
七
年
度
の
総

会
よ
り
会
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
坂
本
で

す
。
初
め
て
の
同
窓
会
報
発
行
に
当
た
り
、

改
め
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
役
員
も

入
れ
替
わ
り
、
行
き
届
か
ぬ
点
も
多
々
あ

る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
全
員
で
精
一
杯
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
て
、
母
校
・
埼
玉
県
立
松
山
女
子
高

等
学
校
は
、
平
成
二

十
七
年
度
に
創
立

九
十
周
年
を
迎
え
、
当
時
の
冨
岡
英
子
同

窓
会
長
が
実
行
委
員
長
と
な
り
、
祝
賀
式

同
窓
会
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
本
校
の

教
育
に
対
し
て
、
御
理
解
、
御
協
力
を
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
本
校
は
、
平
成
二
十
七
年
度
に

創
立
九
十
周
年
を
迎
え
、
創
立
九
十
周
年

記
念
式
典
を
前
同
窓
会
長
の
冨
岡
英
子
様

に
実
行
委
員
長
を
お
務
め
い
た
だ
き
、
挙

行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
校
歌
合
唱

も
誇
り
を
持
っ
て
歌
い
、
美
し
い
歌
声
が

会
場
に
響
き
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
生
徒
会
役
員
が
司
会
を
務
め
、
空

手
道
部
が
、
気
合
の
入
っ
た
組
手
・
形
を

演
武
し
ま
し
た
。
音
楽
部
は
、
全
日
本
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
で
金
賞
を
受
賞

し
た
直
後
で
、
部
員
百
三
十
六
名
の
歌
声

が
会
場
の
皆
様
の
心
を
打
ち
ま
し
た
。

「
社
会
に
貢
献
す
る
『
凛
と
し
て
輝
く
』

女
性
を
育
て
、
地
域
の
期
待
に
応
え
る
進

学
校
」
を
目
指
し
、
学
校
進
学
カ
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
事
業
、
隔
週
の
土
曜
授

業
、
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
合
宿
、

平
日
・
長
期
休
業
補
講
、
学
習
合
宿
、
な

ど
に
よ
り
学
力
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

部
活
動
も
盛
ん
で
、
全
国
大
会
・
国
体
に
、

校

長

長
谷
部
俊
幸

「
母
校
は
今
」 会

長

坂

本

祐
子

「
伝
統
を
繋
い
で
」

典
も
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
内
に
は
、

公
立
・
私
立
を
合
わ
せ
る
と
二
百
余
り
の

高
校
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
九
十
年

以
上
の
歴
史
を
有
す
る
の
は
三
十
数
校
で

す
。
そ
の
伝
統
あ
る
松
女
の
同
窓
会
は
、

学
校
創
設
か
ら
五
年
後
の
昭
和
五
年
に
第

一
回
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和

三
十
二
年
に
は
会
則
が
制
定
さ
れ
、
以
来
、

三
条
の
「
本
会
は
同
窓
の
旧
交
を
温
め
、

品
性
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
栂
校

の
進
展
に
寄
与
し
、
教
化
公
共
の
事
業
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
に
則
り
、

唸

活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
は
等
し
く
卒
業
時
に
同

窓
会
費
を
納
め
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
が
会

の
活
動
の
拠
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
そ
の
ご
報
告
の
機
会
が
総
会

の
場
の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の

現
状
を
改
善
し
、
百
周
年
、
さ
ら
に
は
そ

の
後
に
向
け
て
、
会
の
活
動
を
よ
り
充
実

発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
試
み
が
こ
の
会

報
の
発
行
と
三
十
年
ぶ
り
の
同
窓
会
名
簿

の
作
成
に
な
り
ま
す
。
（
詳
し
く
は
三
ペ
ー

ジ
の
臨
時
総
会
報
告
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

こ
の
試
み
を
通
し
て
同
窓
会
を
身
近
な
も

の
と
感
じ
て
い
た
だ
き
、
ご
理
解
・
ご
協

力
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
た
き
ま
こ

忍

音
楽
部
、
書
道
部
、
等
曲
部
、
放
送
部
、

空
手
道
部
、
陸
上
部
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

が
出
場
、
関
東
大
会
に
も
、
水
泳
部
、
文

芸
部
、
写
真
部
が
出
場
し
、
他
の
多
く
の

部
が
、
県
大
会
上
位
の
成
績
を
収
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
隔
年
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

国
際
交
流
、
特
別
支
援
学
校
・
小
学
校
と

の
交
流
や
地
域
行
事
の
積
極
的
な
参
加
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
、
松
女
生
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド

を
持
っ
て
、
品
位
あ
る
制
服
の
着
こ
な
し
、

周
り
の
人
へ
の
配
慮
あ
る
言
動
の
で
き
る

生
徒
の
育
成
に
取
り
組
み
、
地
域
か
ら
信

頼
さ
れ
る
高
校
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

支

部

長

柳
下
万
里
子
（
東
松
山
東
・
昭
和
三
九
年
）

長

嶋

民

江

（

ヶ

西

・
昭
和
四
一
年
）

新
井
千
恵
子
（
ク
南
・
昭
和
四
十
年
）

田
中
喜
代
子
（
ク
北
・
昭
和
三
三
年
）

森
田
常
子
（
ヶ
唐
子
・
昭
和
四
一
年
）

長
谷
川
典
子
（
ヶ

高
坂

・
昭
和
四
九
年
）

松
本

昌
子
（
ク
大
岡
・
昭
和
四
九
年
）

新
井
よ
し
子
（
ク
野
本
・
昭
和
四
三
年
）

木
村
幸
子
（
熊
谷
大
里
・
昭
和
三
五
年
）

田
幡
え
い
子

（滑
川
宮
前

・
昭
和
五
十
年
）

校
田
玲
子
（
ク
福
田
・
昭
和
四
八
年
）

大
塚
消
子
（
嵐
山
北
・
昭
和
三
八
年
）

名
畑
目
洋
子
（
ヶ
北
・
昭
和
三
二
年
）

監

事

篠
崎
久
子

中
里

芳

子

（
昭
和
三
九
年
）

（
昭
和
三
九
年
）

副

会

長

菊

池

初

江

會
川

淳
子

岡
野
美
智
子

松
崎
恵
美
子

飯
島
か
お
る

会

長

坂
本
祐
子

（
昭
和
四
八
年
）

（
昭
和
四
四
年
）

（
昭
和
四
八
年
）

（
昭
和
四
八
年
）

（
昭
和
四
九
年
）

（
昭
和
五
四
年
）

1,
t
 

理

サ

清
水
敦
子
前
副
会
長

（

昭
和
三
六
年
）

野
村
千
代
子
前
副
会
長
（
昭
和
三
九
年
）

顧

間
長
谷
部
俊
幸
校
長

及
川
三
栄
子
前
校
長

冨
岡
英
子
前
会
長

昭
和
四
八
年
）

昭
和
三
六
年
）

幹

事

高

須

美

子

渡
辺
道
子

（
松
女
渉
外
部
）
（同）

木
村
信
子
（
嵐
山
菅
谷
・
昭
和
四
人
年
）

福

島

直

子

(
1
1

南
・
昭
和
三
九
年
）

安
藤
冨
美
子
（
小
川
・
昭
和
三
八
年
）

清
水
敦
子
（
lI

八
和

田

・

前

出

）

新

井

恵

美

（
寄
居
・
昭
和
四
四
年
）

石
沢
八
千
代
（
吉
見
東
・
昭
和
四
四
年
）

新

井

和

子

(
1
1

西
・
昭
和
四
八
年
）

片
山
あ
き
子

(
l
I

南
・
昭
和
四
二
年
）

山
崎
は
る
み

(
l
I

北
・
昭
和
四
二
年
）

石
川
瑞
枝
（
川
島
中
山
・
昭
和
三
七
年
）

山
口
艶
子
（
lI

小
見
野
・
昭
和
三
八
年
）

小
島

和
江
（
lI
-

―
-
保
谷
・
昭
和
四
七
年
）

谷
嶋
春
子

(
1
1

出
丸
・
昭
和
三
三
年
）

飯

島

弘

子

(
1
1

伊
草
・
昭
和
四
六
年
）

友
光
は
つ
枝

(
l
I

八
ツ
保
・
昭
和
四
七
年
）

三
宅
裕
美
子
（
坂
戸

・
昭
和
四
五
年
）

林
き
よ
子

(
1
1

勝
呂
・
昭
和
四
一
年
）

川
島
八
代
江

(
1
1

人
西
・
昭
和
四
十
年
）

須
田

絹

江

(
1
1

大
家
・
昭
和
四
十
年
）

高
野
信
子
（
越
生
・
昭
和
四
五
年
）

赤
岩
政
枝
（
玉
川
・
昭
和
四
八
年
）

児
玉
千
春
（
と
き
が
わ
・
昭
和
五
五
年
）

高
山
和
枝
（
鳩
山
・
昭
和
四
五
年
）

伊
藤
早
苗
（
鶴
ケ
島
・
昭
和
四
五
年
）

坂
本
茂
子
（
川
越
東
・
昭
和
四
五
年
）

岸
野

素

子

(
1
1

東
・
昭
和
四
五
年
）

久
保
田
悦
子

(
1
1

西
・
昭
和
四
八
年
）

富
岡

宏

子

(
l
I

南
・
昭
和
四
五
年
）

井

上

深

雪
(
l
I

北
・
昭
和
三
九
年
）

吉
川

昌
江
(
1
1

中
央
・
昭
和
四
八
年
）

小
川
益
世

(
l
I

渥
ヶ
関
・
昭
和
五
十
年
）

谷
澤
良
子
（
富
士
見
・
昭
和
四
二
年
）



（3） 　

原
則
と
し
て
二
年
に
一
度
の
開
催
の
総

会
で
は
、
会
則
三
条
（
二
ペ
ー
ジ
前
掲
）

に
則
っ
て
、
事
業
の
提
案
や
そ
れ
に
伴
う

予
算
執
行
案
等
を
議
題
に
上
せ
、
会
員
の

皆
様
に
ご
協
議
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
母
校
及
び
在
校
生
の
活
動

へ
の
支
援
を
中
心
に
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
体
育
館
の
緞
帳
や
校

旗
の
新
調
等
の
校
内
環
境
の
整
備
事
業
へ

の
援
助
、
在
校
生
の
活
動
へ
の
支
援
な
ど

で
す
。
こ
こ
数
年
の
松
女
生
の
活
躍
は
目

覚
ま
し
く
、
部
活
動
の
関
東
大
会
全
国
大

会
へ
の
出
場
、
海
外
で
の
学
習
行
事
へ
の

参
加
等
、
多
岐
に
渡
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

際
に
必
要
な
費
用
の
負
担
軽
減
に
と
激
励

費
を
拠
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
へ
の

寄
付
も
行
い
ま
し
た
。（
下
段
の
事
業
及

び
決
算
の
報
告
書
は
前
回
の
総
会
の
も
の

で
す
が
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　

さ
ら
に
協
議
後
の
企
画
と
し
て
、
講
師

を
招
い
て
の
講
演
会
と
在
校
生
に
よ
る
部

活
動
の
紹
介
を
交
互
に
行
い
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
部
活
動
紹
介
は
「
松
女

生
の
今
」
を
知
る
と
同
時
に
「
在
り
し
日

の
高
校
生
活
」
を
思
い
出
す
よ
い
機
会
と

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

毎
回
会
場
で
は
旧
交
を
温
め
る
光
景
が

そ
こ
こ
こ
で
見
ら
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
内
に
閉
会
し
て
い
ま
す
。

　

前
回
・
前
々
回
の
総
会
で「
同
窓
会
の

総
会
開
催
や
活
動
に
つ
い
て
、
も
っ
と
多

く
の
会
員
に
知
ら
せ
て
ほ
し
い
」と
の
要

望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
の
総
会
は

支
部
長
の
皆
さ
ん
が
、
友
人
・
知
人
に
手

立
て
を
尽
く
し
て
お
知
ら
せ
し
、
参
加
者

を
集
め
る
と
い
う
方
法
で
行
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
限
界
が
あ
る
の

は
明
ら
か
で
、
そ
の
要
望
に
応
え
る
方
法

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

新
聞
・
自
治
体
の
広
報
誌
・
松
女
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
利
用
も
検
討
し
ま
し

た
が
、
会
員
へ
の
情
報
発
信
を
よ
り
確
実

に
行
う
た
め
に
は
、
ま
ず
そ
の
所
在
を
把

握
す
る
た
め
の
名
簿
の
作
成
が
必
要
不
可

欠
で
あ
ろ
う
と
の
結
論
に
至
り
、
本
部
案

と
し
て
提
案
し
、
賛
同
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

総
会
と
そ
れ
に
先
立
つ
理
事
会
で
も
、

個
人
情
報
に
関
わ
る
問
題
を
危
惧
す
る
ご

意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
一
度

情
報
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
が
今
後
の
活

動
の
礎
と
な
り
、
会
の
発
展
を
可
能
に
す

る
こ
と
、
さ
ら
に
は
八
年
後
に
百
周
年
を

迎
え
る
母
校
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
等

の
重
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
概
況

二
十
八
年
臨
時
総
会
報
告

事 業 報 告 同窓会収支決算書
 平成25年
 ₄月24日　役員会開催　　会計監査実施
 　　　　　総会準備会
 ₆月₂日　定期総会開催　出席者62名
 　　　　　アトラクション、
　 　　　　松山女子高校空手道部演武見学
 ₆月18日　元会長　江野嘉子様逝去、香典等支出
 平成26年
 ₃月11日　平成25年度卒業生同窓会入会式
　 　　　　315名が新会員となり記念品として
　 　　　　卒業証書ケースを贈呈

● 生徒会活動補助費を支出
● 全国大会出場生徒へ激励費を支出　　延べ32人

次年度へ繰越し

次年度へ繰越し

 平成26年
 ₈月17日　海外体験学習助成　25名参加
 　～24日
 11月21日　創立90周年事業費へ拠出額内定
 平成27年
 ₂月₇日　正副会長等会議
　 　　　　平成27年度総会開催に向けて打合せ
 ₃月11日　平成26年度卒業生同窓会入会式
　 　　　　317名が新会員となり記念品として
　 　　　　卒業証書ケースを贈呈

● 生徒会活動補助費を支出
● 全国大会出場生徒へ激励費を支出　　延べ37人
● 部活動応援幕作成

１　収入の部
項　　目 決算額（円） 備　　考

会費 1,575,000 315 名× 5,000 円（入会金含む）
繰越金 8,961,492
雑収入 1,384 預金利子

合　　計 10,537,876

１　収入の部
項　　目 決算額（円） 備　　考

会費 1,585,000 317 名× 5,000 円（入会金含む）
繰越金 9,748,760
雑収入 1,515 預金利子

合　　計 11,335,275

３　差引残高
収入総額（円） 支出総額（円） 残　　額（円）

10,537,876 789,116 9,748,760

３　差引残高
収入総額（円） 支出総額（円） 残　　額（円）

11,335,275 695,890 10,639,385

２　支出の部
項　　目 決算額（円） 備　　考

会議費（地区理事会） 26,432 資料代・茶菓代
〃 　 　 　（総会） 171,465 資料代・会場費・茶菓代
〃 　 　 　（ 〃 ） 80,000 空手道部演武謝礼等
〃 　 　 　（ 〃 ） 14,125 退任役員記念品代

通信費 ４,２２０ 地区理事会・総会
生徒会活動補助 360,000 年間補助、全国大会出場生徒激励費
卒業記念品 103,260 証書ケース
慶弔費 29,614

合　　計 789,116

２　支出の部
項　　目 決算額（円） 備　　考

生徒会活動補助 385,000 年間補助
全国大会出場生徒激励費

卒業記念品 106,450 証書ケース
慶弔費 0

学校主催事業関連費 204,440 海外体験学習助成
横断幕の作成（₂枚）内用外用

合　　計 695,890

平成25年度平成25年度

平成2６年度 平成2６年度

ー
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一
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凛
と
し
て
輝
く

「
松
女
」で
あ
り
続
け
る
た
め
に

「
創
立
九
十
年
の
星
霜
を
数
え
」

　
二
十
四
代
校
長
　
及
川
三
栄
子

　
九
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
冨
岡
　
英
子

「
創
立
九
十
周
年
記
念
誌
」よ
り

　

埼
玉
県
立
松
山
女
子
高
等
学
校
が
創
立

九
十
年
の
星
霜
を
数
え
、
埼
玉
県
教
育
委

員
会
を
始
め
、
地
元
市
町
村
並
び
に
関
係

皆
様
の
ご
支
援
の
も
と
、
記
念
式
典
を
挙

げ
、
記
念
誌
発
行
の
諸
事
業
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
、心
か
ら
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

生
徒
、
職
員
、
同
窓
生
に
と
り
、
こ
の
上

　

二
年
間
、
松
女
で
校
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
母
校
で
も
あ
り
自
分
の
高

校
時
代
が
重
な
り
、
管
理
職
と
し
て
の
力

量
を
十
分
に
発
揮
で
き
な
か
っ
た
よ
う
に

振
り
返
る
。
が
、
松
女
は
九
十
年
の
歴
史

を
確
実
に
継
承
し
、
発
展
し
続
け
て
い
る

こ
と
を
目
の
あ
た
り
に
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
喜
び
で
い
っ
ぱ
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
こ
の
歴
史
の
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
巡
り

合
わ
せ
を
誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

　

本
校
の
歴
史
を
ふ
り
返
る
時
、
昭
和

の
歴
史
と
共
に
歩
ん
で
き
た
と
い
え
ま

し
ょ
う
。
大
正
十
五
年
の
創
立
か
ら
昭
和

二
十
四
年
の
県
立
高
校
と
な
る
草
創
期

の
、
戦
中
戦
後
の
不
安
定
な
社
会
の
中
で

の
学
校
運
営
や
学
習
環
境
の
困
難
は
、
想

像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
昭
和
二
十
二
年

新
学
制
施
行
時
は
廃
校
の
危
機
に
直
面

し
、
生
徒
・
職
員
の
情
熱
で
そ
れ
を
の
り

越
え
て
き
ま
し
た
。
県
立
高
校
当
初
当
時

の
浅
野
校
長
先
生
は
、
特
に
ス
ポ
ー
ツ
系

部
活
動
を
奨
励
し
生
徒
に
自
信
を
う
え
つ

け
更
な
る
充
実
発
展
に
導
い
た
と
お
聞
き

た
の
は
、
例
え
よ
う
の
な
い
幸
福
で
あ
っ

た
。
公
職
を
離
れ
た
今
も
な
お
、
あ
の
頃

の
熱
い
思
い
は
失
せ
な
い
。感
謝
で
あ
る
。

　

在
職
中
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
を
活
用
し
て

九
十
年
の
変
遷
に
つ
い
て
縷
々
語
っ
て
き

た
。
倉
庫
や
校
長
室
や
、
意
外
な
場
所
か

ら
出
て
き
た
松
女
の
生
き
た
証
、
声
な
き

声
。
目
に
耳
に
す
る
に
つ
れ
言
葉
を
失

い
、
教
職
員
、
生
徒
そ
し
て
保
護
者
の

方
々
に
如
何
に
感
動
を
伝
え
る
か
、
心
底

苦
労
し
た
。
単
に
伝
承
で
は
な
く
、
継
承

さ
れ
て
い
る
数
々
の
時
代
と
の
戦
い
、
荘

厳
さ
、
力
強
さ
、
優
美
さ
、
女
子
校
と
し

て
の
威
厳
と
風
格
。
自
分
が
高
校
時
代
に

は
知
り
得
な
か
っ
た
数
々
の
事
実
と
向
き

合
い
、
過
去
と
現
在
と
を
行
き
来
す
る
う

し
て
い
ま
す
。
校
地
移
転
の
名
残
り
を
留

め
る
校
庭
の
三
本
松
は
、
今
は
ど
っ
し
り

と
根
を
張
り
枝
を
伸
ば
し
松
女
生
を
見

守
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
卒
業
生

を
送
り
、
新
入
生
を
迎
え
、
希
望
に
燃
え

る
乙
女
ら
の
活
躍
を
見
守
り
続
け
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
で
は
、
ど
ん
な

社
会
が
到
来
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
東

日
本
大
震
災
の
発
生
は
被
害
地
が
広
範
囲

で
復
興
の
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
復

ち
に
、
時
の
経
つ
の
を
忘
れ
た
日
々
が
懐

か
し
い
。
校
長
と
し
て
そ
の
事
実
に
敬
服

し
、
次
世
代
を
担
う
目
の
前
の
生
徒
た
ち

へ
、
想
い
こ
も
ご
も
を
託
さ
ね
ば
な
ら
な

い
、
し
だ
い
に
大
き
な
責
務
へ
と
変
化
し

て
い
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。

　

今
、
松
女
を
離
れ
て
み
て
、
松
女
生
の

素
晴
ら
し
い
生
徒
像
に
改
め
て
気
づ
く
。

そ
れ
は
、
誠
実
さ
、
優
し
さ
、
そ
し
て
粘

り
強
さ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
要
素
が
相

ま
っ
て
思
い
を
繋
ぎ
、
見
事
に
九
十
年
の

歴
史
を
紡
い
だ
の
が
松
女
で
あ
る
と
確
信

興
支
援
の
取
組
み
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

を
両
輪
に
高
校
生
な
ど
若
い
世
代
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

前
校
長
及
川
三
栄
子
先
生
は
、
卒
業
生

の
視
点
で
古
い
ア
ル
バ
ム
や
生
徒
会
誌
の

資
料
を
掘
り
起
こ
し
、
生
徒
の
意
識
改
革

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
女
子
高
校
は
見
方

を
変
え
れ
ば
強
力
な
個
性
を
発
揮
で
き
る

環
境
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
松
山
女
子
高
校

の
目
指
す
「
社
会
に
貢
献
す
る
聡
明
な
女

性
・
地
域
の
期
待
に
応
え
る
人
間
」
と
な

る
よ
う
精
進
す
る
生
徒
達
を
誇
り
に
思
い

ま
す
。松
山
女
子
高
校
に
連
な
る
私
共
は
、

創
立
百
周
年
に
向
け
て
緩
み
な
く
確
か
な

足
跡
を
印
す
べ
く
努
力
す
る
こ
と
を
お
誓

い
し
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

す
る
。
当
然
一
番
の
支
え
は
、
常
に
地
元

の
力
で
あ
っ
た
。

　

セ
ー
ラ
ー
服
姿
の
松
女
生
を
よ
く
見
か

け
る
。
服
装
を
正
し
、
気
持
ち
を
一
途
に
、

松
女
の
伝
統
と
看
板
を
掲
げ
て
、
勉
強
、

部
活
、
委
員
会
、
奉
仕
活
動
、
と
自
ら
の
力

を
発
揮
し
、
自
分
の
道
を
し
っ
か
り
歩
ん
で

ほ
し
い
。
二
万
人
を
超
す
卒
業
生
の
思
い

を
自
分
た
ち
が
一
〇
〇
年
へ
繋
ぐ
自
負
心
、

正
に
こ
の
機
に
伝
統
校
に
在
籍
し
た
醍
醐

味
で
あ
る
。
全
国
、
世
界
に
凛
と
し
て
輝
く

女
子
高
の
雄
「
松
女
」、
新
た
な
時
代
を
拓

き
、
歴
史
を
紡
ぎ
続
け
る
こ
と
を
祈
る
。

　

こ
の
日
ま
で
松
女
を
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

九
十
歳
お
め
で
と
う
。

1930年（昭和₅年）
₃月25日第₁回同窓会開催
₇月15日校友会誌「姫小松」創刊

1929年（昭和₄年）₃月20日
第₁回卒業式

1926年（大正15年）₃月₂日
埼玉県松山実科高等女学校（₄年制）
設置を認可される　₄学級（定員200名）

家事室にて割烹の授業（₂回生）
石井金平初代校長と正門から見た校舎

２０１５年（平成２７年）創立９０周年記念式典

Jz ,I,~, せ
葬ー第

,,_ 
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1935年（昭和10年）
11月₃日新校舎落成式

赤い屋根の校舎落成式 薙刀術の視察（昭和10年）

昭和21年度₉月創刊の
校友会誌「松翠」

1946年（昭和21年）
校友会復活

1948年（昭和23年）
₄月₁日新制高等学校スタート

₉学級（定員450名）

1942年（昭和17年）₃月25日
実科高等女学校から
高等女学校に組織変更

₈学級（定員400名）

昭和17年度₃年生
衣料購入に切符制がしかれ、ヘチマ襟と従来の
ものが混在している1949年（昭和24年）

埼玉県立松山女子高等学校となる

校章決定

※ 写真は「創立80周年記念誌」および「創立90周年記念誌」より抜粋

校章の由来
本校の校章は知・情・意を表す三本の松を安定した
山型に組み、円満・潔白を表す丸い白地の中に乙女
の情熱と赤誠を象徴する深紅で松の枝をかたどった

「女」の文字と「高」を配したものである。

十
四
年
度

一
組

中
村
愛
粧
美

那
須
野
美
樹

二
組

藤
野
美
香

余
呉
め
ぐ
み

三
組

佐
藤
茜
子

松
本
亮
子

四
組

佐
藤
暁
子

堀
越
香
七
重

五
組

神
谷
香
菜

横
田
さ
や
か

六
組

倉
林
枝
彫

篠
沢
久
美
子

七
組

勝
田
裕
美

清
水
麻
里
子

八
組

坂
本
美
保

迫
田
好
美

十
六
年
度

一
組

長
南
愛

梶
田
麻
梨
美

二
組

高
木
綾
乃

岡
村
み
さ
き

三
組

栗
原
茜

杉
田
裕
子

四
組

沼
田
千
紘

山
岡
美
菜

五
組

藤
原
尚
美

山
本
由
美

六
組

相
沢
め
ぐ
み

長
谷
部
景
子

七
組

宮
脇
亜
紗
子

荒
井
つ
か
さ

八
組

栗
原
歩

小
島
彩
佳

十
七
年
度

一
組

橋
本
千
穂

山
口
沙
哉
子

二
組

新
原
夏
美

三
浦
沙
貴

三
組

荻
野
朋
子

松
田
菜
美

四
組

佐
々
木
舞

鴫
原
美
穂

五
組

関
麻
美

及
川
麻
佑
子

長
谷
川
絵
理

六
組

桑
原
芳
弥

中
島
春
華

七
組

石
井
恵

中
西
安
里
紗

八
組

岸
村
梢
江

松
野
美
都

十
八
年
度

一
組

野
村
美
佳

原
田
真
実

二
組

居
合
紗
希

吉
田
華
麗
来

三
組

大
木
葵

大
野
友
里
愛

四
組

飛
鳥
馬
沙
織

新
井
七
洋

五
組

石
田
萌
美

山
崎
真
奈
津

六
組

新
井
佳
奈
子

石
田
彩
香

七
組

椿
絵
里
花

松
本
静
佳

八
組

尾
根
田
彩
音

加
藤
佐
枝
子

十
九
年
度

一
組

小
峯
み
づ
ほ

島
原
実
菜
美

二
組

金
子
明
日
香

庄
司
万
純

三
組

江
水
彩

絹
川
涼

四
組

淺
香
友
里
恵

原
澤
麻
実

五
組

五
十
嵐
秀
美

野
本
芽
維
子

六
組

工
藤
杏
莉

小
嶋
佑
果

七
組

荒
井
み
ち
代

田
嶋
友
里

二
十
一
年
度

一
組

青
木
佳
織

舩
嵜
優

二
組

萩
原
由
香

横
溝
あ
か
り

三
組

黒
川
智
穂

藤
倉
有
希

四
組

池
田
彩

樋
ノ
水
花
奈

五
組

青
井
め
ぐ
み

鈴
木
真
理
恵

六
組

田
中
奈
緒
美

中
野
穂
奈
美

七
組

（
記
録
な
し
）

八
組

安
藤
加
絵

伊
藤
有
香

二
十
二
年
度

一
組

谷
川
真
唯

安
田
芹
菜

二
組

荻
野
詩
織

渡
辺
祥
江

三
組

西
野
恭
子

田
邨
夢

四
組

梅
澤
真
喜

黒
沢
智
美

五
組

黒
瀬
友
里
子

渡
辺
実
菜

六
組

浅
見
康
名

笠
原
千
恵

七
組

高
野
萌
子

田
中
梨
華
子

八
組

山
川
祐
美

横
田
春
菜

二
十
三
年
度

一
組

寺
田
佑
美

松
田
美
幸

二
組

飯
島
祐
美

矢
田
詩
織

三
組

阿
部
里
紗

山
越
香
織

四
組

田
中
真
璃
子

新
堀
紗
知
子

五
組

矢
守
麻
那

矢
田
愛
実

六
組

口
村
く
る
美

野
口
さ
く
ら

七
組

松
本
真
理
子

吉
田
奈
緒
美

八
組

石
川
彩
花

伊
藤
紗
耶
香

二
十
四
年
度

一
組

市
石
遼

小
島
美
怜

二
組

岡
安
唯

畑
口
恵
里
香

三
組

田
尻
華
奈
子

山
岸
友
利
子

四
組

赤
嶺
美
紀
子

谷
澤
祐
香

五
組

島
野
悠

沼
愛
弓

六
組

酒
見
千
夏

須
川
結
惟

七
組

田
中
晴
子

戸
口
藍

八
組

中
道
沙
緒
理

藤
綾
菜

二
十
五
年
度

一
組

大
澤
く
る
み

清
水
星
良

二
組

小
澤
仁
美

水
野
若
奈

三
組

千
葉
蒼
乃
美

平
野
加
奈

四
組

町
田
奈
穂

松
本
佳
菜

五
組

秋
山
美
優

若
狹
由
真

六
組

小
峰
麻
衣

平
田
恭
子

七
組

内
村
恵

小
島
栞

八
組

虻
川
愛
実

大
塚
三
鈴

二
十
六
年
度

一
組

池
田
優
希

関
百
合
子

二
組

長
谷
美
優

松
浦
由
梨

三
組

尾
島
圭
織

笠
原
智
捺

四
組

森
田
彩
花

山
田
彩
楓

五
組

島
田
菜
々
美

田
中
里
奈

六
組

沼
上
知
以

村
川
由
希
子

七
組

武
真
優

西
原
好
美

八
組

栁
瀬
優
夏

錦
木
由
季

卒
業
生
ク
ラ
ス
理
事
（
平
成
十
五
・
二
十
年
度
・
二
十
一
年
度
七
組
は

 

記
録
が
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。）

松女では卒業時に各クラスで同窓会クラス理事を選出しています。しかし、平成１５年₃月から平成２７年₃月の卒業生
名簿は現存していません。上記理事の方はもとより該当する年度の卒業生の皆様、またお知り合いの方がいらっしゃ
いましたら坂本同窓会長（090-3406-0251）までご連絡下さい。松女HPからも登録可能です。

1.,.; I .. 

.鼈凶

壇
—,. __ , ...、_._.

濯

秘翠
創汽菫

虹血口珊殿会 1
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お茶の水女子大 ₁（₁）
埼玉大 ₁（₁） ₂ ₂
信州大 ₁ ₁（₁）
琉球大 ₁
群馬県立県民健康科学大 ₁
高崎経済大 ₁
埼王県立大 ₄ ₂ ₁
青山学院大学 ₁（₁）
麻布大 ₁
亜細亜大 ₄（₁） ₅ ₄
跡見学園女子大 11 14 ₇
大谷大 ₁
桜美林大 ₂
大妻女子大 ₃（₁） ₃ ₂
学習院女子大 ₃（₁） ₃ ₁
学習院大 ₆（₄） ₂ ₃（₁）
神奈川工科大 ₁
関東学院大 ₁
神田外語大 ₂
北里大 ₂ ₁ ₂（₁）
共栄大 ₃
京都女子大 ₁ ₃
共立女子大 ₈（₁） ₁ ₃
杏林大 ₅ ₅
恵泉女学園大 ₃
工学院大 ₁
國學院大 ₄（₁） ₂（₁） ₂
国士舘大 ₅ ₃ ₁
駒沢女子大 ₂ ₄ ₄
駒澤大 ₆（₁） ₄ ₈
埼玉学園大 ₁
埼玉医科大 ₂ 10 ₂
埼玉工業大 ₅ ₃ ₅
実践女子大 ₇（₁） ₇（₁） ₂
芝浦工業大 ₁
十文字学園女子大 20 24 31
淑徳大 ₄ ₇ ₆
順天堂大 １
白百合女子大 ₁ ₁
白梅学園大 ₁
城西大 ₄ 15 15
尚美学園大 ₂ ₁ ₁

昭和女子大 10（₂） ₇（₁） 10
女子栄養大 ₇ ₄ ₃
駿河台大 ₁ ₂
聖学院大 ₂
成蹊大 ₁
成城大 ₃（₁） ₂ ₃
聖心女子大 ₁ ₁
清泉女子大 ₃（₁） ₆
聖徳大 ₁ ₁
西武文理大 ₄（₁） ₄ ₁
専修大 ₂（₁） ₃ ₁（₁）
洗足学園音楽大 ₁
創価大 ₃ ₁
大正大 ₉（₂） ₄
大東文化大 18（₁） 16 12（₁）
高崎健康福祉大 ₁ ₂
高千穂大 ₁
拓殖大 ₃ ₃（₁）
千葉工業大 ₁
中央大 ₄
津田塾大 ₂ ₁
帝京大 ₂（₁） ₅ ₆（₁）
帝京科学大 ₁
帝京平成大 ₃ ₅
デシタルハリウッド大 ₁
東海大 ₁
東京医科大 ₁
東京医療保健大 ₁（₁） ₁ ₁
東京家政学院大 ₂ ₂
東京家政大 14（₁） ₈ 20（₁）
東京経済大 ₁ ₂（₁）
東京工科大 ₁ ₂
東京工芸大 １（₁）
東京国際大 ₉ ₅ ₇
東京女子大 ₂（₂） ₂ ₃
東京女子体育大 ₁
東京成徳大 ₁ ₂
東京聖栄大 ₁
東京造形大 ₁
東京電機大 ₁ ₂
東京農業大 ₁（₁） ₃ ₂（₂）
東京福祉大 ₂ ₁

東京理科大 ₂ ₁
東都医療大 ₁ ₁
桐朋学園大 ₁（₁）
東洋大 14（₁） 14（₂） 20（₄）
獨協大 ₈ ₅（₁） ₃
東洋英和女学院大 ₁
東洋学園大 ₁
同志社大 ₃（₃）
長浜バイオ大学 ₁（₁）
二松学舎大 ₁
日本工業大 ₂ ₆
日本女子大 ₁（₁） ₁ ₃
日本女子体育大 ₁ ₁
日本社会事業大 ₃ ₁ ₁
日本大 ₄ ₇ ₃
日本医療科学大学 ₇ ₆ ₉
日本獣医生命科学大 ₁
日本赤十字看護大 ₁
日本保健医療大 ₁
日本薬科大 ₃ ₁
人間総合科学大学 ₁ ₂ ₁
フェリス女学院大 ₁ ₂
文化学園大 ₃ ₁ ₃
文京学院大 19 17 17
文教大 ₂ ₈ ₄
法政大 ₇ ₇ ₅
北陸大 ₁
武蔵大 15（₃） ₆ ₈
武蔵野大 ₁ ₄ ₃
明治学院大 ₁（₁）
明治大 ₂ ₂（₁）
明星大 ₅ ₁
目白大 11 13 ₁
立教大 ₄（₁） ₃（₁） ₂
立正大 18（₁） ₆ ₈
ルーテル学院大 ₁（₁）
和洋女子大 ₁
早稲田大 ₁（₁）
大学合格者合計 346（35） 345（16） 319（17）

大　学 24 年 25 年 26 年 大　学 24 年 25 年 26 年 大　学 24 年 25 年 26 年

文部科学省管外の大学校 24 年 25 年 26 年
国立看護大学校 ₁

₄年生大学合格実績 （過去₃年間の主な実績）

主な行事

※（　）内は過年度生で内数

December

球技大会

February

マラソン大会

March

卒業式

November

修学旅行

October

体育祭

September

水泳大会（₃学年）

May

遠足

April

入学式

新入生オリエンテーション

June

松女祭

松
女
・
春
夏
秋
冬
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部活動

文化部
● 放送部
● 文芸部
● 吹奏楽部
● 音楽部
● 箏曲部
● 書道部
● 写真部
● 華道部
● 美術部

● 演劇部
● 生物部
● パソコン部
● 茶道部
● 地学部
● 新聞部
● 陶芸部
● 歴史研究部
●

● 英語部
● 園芸部
● 化学部
● 被服部
● 料理部

● バレーボール部

● ソフトボール部

● バドミントン部

● 陸上競技部

● バスケットボール部

● ソフトテニス部

● 水泳部

● 剣道部

● サッカー部

● 空手道部

● 卓球部

運動部

ソーシャルサポート部

吹奏楽部 華道部 美術部

音楽部

書道部

ソフトボール部

陸上競技部 ソフトテニス部 サッカー部空手道部

- 一

l ........ L ●
一
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あゆみ
制 服 の 変 遷

平成27年　三本松に見守られ、
松女は90周年を迎えました。

連 　 絡 　 先　　　　同窓会長 坂本祐子(昭和４８年度卒）　 同窓会専用携帯電話  090-3406-0251

昭和58年
夏のセーラー服登場!!

　

大
正
十
五
年
誕
生
し
た

「
埼
玉
県
松
山
実
科
高
等
女

学
校
」は
、
昭
和
十
七
年「
埼

玉
県
松
山
高
等
女
学
校
」と

名
称
を
変
え
昭
和
二
十
三
年

に
松
葉
町
校
舎
か
ら
姫
小
松

の
生
い
茂
る
現
在
の
和
泉
町

校
舎
へ
と
移
転
し
、
翌
年
、

県
立
移
管
に
伴
い「
埼
玉
県

立
松
山
女
子
高
等
学
校
」と

な
り
ま
し
た
。
移
り
ゆ
く
歴

史
の
中
で
卒
業
生
は
二
万
人

を
超
え
、
移
転
当
時
の
面
影

を
残
し
た
三
本
松
は
今
も

「
松
女
」を
見
守
っ
て
い
ま

す
。
同
窓
生
の
想
い
を
一
つ

に
し
た
い
。
そ
し
て
そ
の
想

い
を
会
員
の
皆
様
に
伝
え
た

い
、
そ
ん
な
思
い
で
ス
タ
ー

ト
し
た
会
報
作
り
で
し
た
。

歴
史
の
重
み
を
感
じ
な
が

ら
、
素
人
が
手
探
り
で
何
と

か
発
行
ま
で
漕
ぎ
着
け
ま
し

た
。
至
ら
な
い
点
も
多
々
あ

り
ま
す
け
れ
ど「
松
女
」を
懐

か
し
く
楽
し
ん
で
頂
け
れ

ば
、
そ
し
て「
今
」を
頑
張
る

「
松
女
生
」を
三
本
松
と
一
緒

に
暖
か
く
見
守
っ
て
頂
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
少
し
ず
つ
、

少
し
ず
つ
、
こ
れ
か
ら
も
同

窓
会
報
を
皆
様
の
お
手
元
に

お
届
け
い
た
し
ま
す
。

編
集
委
員

坂
本　

祐
子　

菊
池　

初
江

松
﨑
惠
美
子　

會
川　

淳
子

飯
島
か
お
る　

岡
野
美
智
子

表
紙
題
字

飯
島
か
お
る

編
集
後
記

同窓会総会を下記日程で開催致します。
日　時　平成29年₇月₂日（日）
	 午後₁時30分から
場　所　紫雲閣
　　　　東松山市箭弓町₂-₅-14
　　　　0493（23）5151
アトラクション
　及川三栄子松女前校長がフラメンコ
をご披露くださいます。
※及川前校長は松女卒業生です。
※�総会には卒業生に限りどなたでも参
加できます。参加ご希望の方は、準
備の都合上平成２９年₆月２０日までに
下記坂本までご連絡下さい。

　創立100周年に向けて同窓会名簿を作成致
します。松女の情報を発信・共有するために
も同窓会名簿は必要不可欠として総会でも承
認を頂きました。
　整備されたデータは母校・松女同窓会の貴
重な財産として、同窓会事務局にて厳重に管
理致します。つきましては、皆様により正確
な名簿作成のため、ご協力をお願い致します。
　お名前の登録は松女HPからも可能です。
下記坂本までご連絡でも結構です。お知り合
いの方もご紹介頂ければ助かります。

　同窓会報作成にあたり、編集・
イラスト・構成等　特技をお持ち
の方、大募集です。事務局では会
報作りに苦慮致しております。発
送作業なども予想されます。
　お手伝いして頂ける方、ご連
絡をお待ちしています。

　過去の記念誌及びグッズを販
売しています。（５００円から）
　購入ご希望者は下記・坂本まで。

平成２９年度総会のご案内サポートスタッフ募集

記念誌・グッズの販売

お 願 い

　名簿作成作業は㈱サラトに委託致しまし
た。総会において本部一任の了承を頂き、
あらゆる点から検討した結果、㈱サラトは
県内でも多数の実績があり、信頼がおける
と判断致しました。

_j」』_j_」

i
 

褐の撼に白繍

（大正1~から）

へちま衿
（昭和18.l早頃から）

冬の割騒

（昭和7年からl

へちま衿
（昭和れ洋）

夏の割Ill
（昭和7年から）

セーラー麗（冬）
（昭和251i,)

夏の割麗

（昭和1が日頃から）
へちま衿
（昭和1辟頃から）

巳
ブラウス
（昭和25年）

セーラーH(冬）
（昭和26年から）


	No.01_Part1
	No.01_Part2
	No.01_Part3
	No.01_Part4
	No.01_Part5
	No.01_Part6
	No.01_Part7
	No.01_Part8

